

































“Baby Signing” during group childcare
Junko AKATSU and Kanae MIURA
 “Baby Signing” is a method of teaching simple, symbolic gestures to preverbal children and using 
them to communicate with the children.
 This study aimed to identify what function Baby Signing serves in childcare by surveying workers 
at day care centers that use this communication method, and parents of children who attend such 
centers. The results of a survey of five care providers and 21 parents revealed that (1) the care 
providers were able to understand the children’s demands more readily by having the children use 
Baby Signing and (2) began consciously using the gestures themselves to talk to the children in a 
more easy-to-understand manner, but that (3) some care providers felt it difficult to master Baby 
Signing. On the other hand, (1) many families began using the gestures that the children had learned 
at day care centers to communicate with their children, while (2) some families were unable to 
understand the children’s gestures and could not respond successfully. These findings suggest that 
collaboration between parents, as well as between day care centers and families, is needed to allow 
Baby Signing to be used more smoothly and effectively.
Key words : Baby Signing（ベビーサイン）， symbolic gestures（象徴的身振り）， 
communication with infants（乳幼児との意思疎通）， 
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Table 1	 子どもにとっての効果・保育者自身の保育活動にとっての効果（自由記述）  【子どもにとっての効果】 子ども自身の意思が伝えられること ア ことばが話せない時期から保育者とコミュニケーションが取れ、気持ちや要求が通じる事により満足感が得られたと思う。 イ 子どもの意思がわかる。 ウ 自分の要求をみんなに伝えられていると思う。 エ 言葉が出なくても意思が伝わる。 オ やってほしいことや思っていることがわかってもらえる。 【保育者自身の保育活動にとっての効果】 意思疎通が図れること カ 子どもとのコミュニケーションが深まった。 キ 子どもとサインを通して会話することができ、お互いの気持ちをわかりあうことができた。 ク サインを使って意思疎通ができた。 ケ ベビーサインで会話ができた。 子どもの要求が理解できること コ “やって”“ちょうだい”など何か要求があると手を動かして保育者に思いを伝えようとしたことがあったので、見ていてわかりやすい。 サ 子どもの意思がわかり、何を手伝ってあげたらよいかが理解できる。 シ 子どもの要求が目で見てわかる。 保育の効果 ス 次の活動をサインで伝えることにより、次への動きがスムーズに行えた。言葉では伝えられない事柄をサインで伝えられた。 保育者自身の変化 セ 自分自身が保育の中で意識して手指を使うようになってよかった。 
 
Table 2	 工夫・改善についての意見（自由記述）  【工夫が必要な点】 ア クラスの保育者間で使うサインを決めておくこと。 イ 保育者全員がサインを使えること。 ウ 何度も繰り返し見せること。 【実行した工夫】 エ 工夫した点として、多くの種類のベビーサインを教えるのには CDや絵本を用いた。 【ベビーサインについての感想】 オ サインの数が多く保育者自身が覚えるのに少し時間が掛かる。子どもの変形サインを見抜くのが難しい。 カ 言葉が出るようになってくるとサインが減ってくる。せっかく覚えたのに全くなくなるのは仕方ないが寂しい。 
 


























使用頻度 内容 よく使う 時々使う あまり使わない 全然使わない 要求 ・指示 もっと 待って 貸して 助けて やって 静かに 
ちょうだい トイレだよ 
やめて ダメ やさしくして 
一緒に使いましょう 






質問 どこ？    形容 ・修飾 おいしい 痛い 寒い［冷たい］ 危ない 熱い 大事（大切） 汚い 大きい きれい 小さい 暑い 動作  食べる オムツ換えるよ 
片付ける 
外へ 中へ 並ぶ 座る 立つ 
分ける 泳ぐ 乗り物 飛行機 自動車 消防車 救急車 
パトカー 電車 バス 
ヘリコプター 
新幹線 船 トラック ショベルカー 
食物 おやつ ミルク 
バナナ リンゴ 
パン イチゴ マンマ 
ブドウ 
ニンジン 豆 お茶 パスタ ケーキ キュウリ 
うどん スイカ 卵 ヨーグルト桃 
コーン カボチャ 栗 サツマイモ 動物  豚 猫 ウサギ キリン 
犬 鳥 魚 馬 象 猿 
ネズミ ペンギン 
カエル ライオン 
ゴリラ イルカ コウモリ 
トナカイ クジラ 
昆虫  チョウチョ 青虫 テントウムシ カタツムリ セミ 
カブトムシ クワガタ カマキリ 













～ 1.75）・時々使う（平均：1.75 ～ 2.50）
あまり使わない（平均：2.50 ～ 3.25）・全然
使わない（平均：3.25 ～ 4.00）の４段階に


































































































保育園でベビーサインを使っている ことを知っていた 保育所でベビーサインを 使っていることを 知っていたか 否か 
 家での使用の有無 入園前から 知っていた 入園してから 知った 
合計 
使用 4 14 18 
不使用 0  2  2 
家 で 使 用 わからない 0  1  1 
合計 4 17 21 
 
χ２＝8.750a df＝2 P=0.013 χ２＝14.389a df＝6 P=0.026 
習ったことは良かった サインは 役立つ 感想 
家での 
使用の有無 
良かった わからない 役立っている どちらかというと役立っている 
役立っていない その他 合計 
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 いただきます（ごちそうさま）：両手を胸の前で合わせ、軽く会釈する（日本の手話では「いただきます」は「食べる＋祈る」で表す。具体的には 左の手のひら（ご飯を表す）の上で右手の人差指と中指を伸ばし（箸を表す）口に持っていく動作をした後、両手を胸の前で合わせる。「ごちそうさま」は「おいしい＋ありがとう」で表す。具体的には右手の五指を伸ばしてその手のひらを右頬に当てた後、手のひらを下に向けた左手の甲を右手の手刀で軽く叩く。） おしまい：上に向けた両手のひらを内側に反して下に向ける（アメリカ手話（ASL）と同一）（日本の手話では肩の上あたりで上向きに開いた両手をすぼめながら下に下ろす。） バナナ：人差し指を立てバナナを表し、もう片方の手で皮をむく動作をする（ASL と同一）（日本の手話では左手の 5本の指をすぼめてバナナを形どり、右手でバナナの皮をむくように上から下へと動かす。） 
 
Appendix 1 ベビーサインの例




















	・	 Patterson, F. & Linden, E. (1981) The 
























 【家で使うベビーサイン】 要求・指示（もっともっと・やめて・ちょうだい・やって・ダメ・トイレ）挨拶（おしまい・バイバイ）質問（どこ？）形容・修飾（おいしい・痛い）乗り物（自動車・ヘリコプター・電車）食物（おやつ・ミルク・りんご・バナナ）動物（ネズミ・ウサギ・キリン・ゾウ）衣類（帽子・靴）用品（薬） 【子どもが良く使う自発的な象徴的身振り】 要求・指示（いや・だめ（顔を激しく左右に振る・手を振る）・抱っこ（両手を挙げて近寄ってくる）・待って（両手でパーをする）・お風呂）挨拶（だいすき（抱きつく）・どうも（頭を少し下げる）・いい子いい子（頭を撫でる）・ありがとう（お辞儀をする）・ごめんなさい（何度も首を縦に振る）・はい（返事して手を上げる））形容・修飾（いいお顔・上手上手（手をたたく）・大きい（手を大きく広げる））模倣（あっぷっぷ（指を頬に当てる）・ウルトラマンのポーズ・犬のおしっこのまね（姉が体育遊びで覚えた体操遊びのまねがそう見える）・園で並んで歩く時の動作（手を後ろに組む）・芸人の模倣）状況（尿・便が出た（股をポンポン叩く・股を指さす）・便や屁が出た（鼻をつまむ））その他（自分のことを指差しする） 
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